
 

 

令和７年度 第１回上越市社会教育委員・上越市立公民館運営審議会委員会議 次第 

 

日 時：令和 7年 4月 23日（水）午前 9時 30分～ 

場 所：金谷地区公民館 集会室 1・2 

 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状の交付 

 

３ 挨 拶 

   

４ 委員長、副委員長の選出 

 

５ 議 事 

⑴ 令和 6年度事業報告について                     資料№1 

                                 【当日配布】 

 

⑵ 令和 7年度事業計画について                     資料№2 

 

 

⑶ 令和 7年度事業訪問について                     資料№3 

 

⑷ その他                               

・令和 7年度社会教育委員に関する会議等日程について        資料№4 

  

６ その他 

   ○ 各種役員・委員等選出について                     

   

７ 閉 会 
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令和６年度事業の報告（社会教育課） 

○社会教育係 

事業名 謙信ＫＩＤＳプロジェクト 

決算見込額 

(現計予算額) 
5,556千円（5,716千円） 

事業内容 

目  的：ふるさと上越の地域資源や人材をいかした魅力ある体験活動を通して、

子どもたちの学ぶ意欲やふるさとを愛する心を育成するとともに、グロ

ーバル社会に生きる力を育てる。 

内  容：6 月から 18 講座 22 コースで講座を実施し、学ぶ意欲とふるさとを愛す

る心の育成を図るとともに、異学年・異学校の子どもたちの仲間づくり

を進めた。 

人 数 等：募集人数 483人、申込人数 740人、延べ参加人数 1,750人 

評 価 

・参加した子どもと保護者を対象に実施したアンケートでは、95％の子どもが「上

越市のことをもっと知りたくなった」と答えたほか、保護者の 98％が「上越市の

豊かな自然や社会などへの興味・関心が深まる機会になった」と回答しており、

親子で郷土への愛着を育むきっかけづくりにもつながった。 

 

 

事業名 社会同和教育活動事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
10,428千円（11,611千円） 

事業内容 

○白山会館事業 921千円 

目  的：白山会館を拠点に学校教職員等対象の現地学習会や研修会、地域住民と

関係者等との交流事業を実施することにより、人権・同和問題に対する

正しい理解と認識を深める。 

内  容：学校等 130団体（市内 80、市外 43、学校以外 7）からの要請を受け、白

山会館で差別の現実から学ぶ人権・同和学習会を 72回開催し、2031人が

参加した。 

○小・中学生学習会 311千円 

目  的：学習会を通して、学力の向上や仲間づくりを図る。 

内  容：年間を通して 74 回実施し、延べ 287 人が学習会に参加した。（小学生対

象実施回数 23回・延べ参加人数 41人、中学生対象実施回数 51回・延べ

参加人数 246人） 

資料№1-1 
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○白山会館管理運営 8,871千円 

目  的：人権・同和教育の活動拠点である白山会館を適切に管理運営する。 

内  容：新型コロナウイルス感染症の 5 類引き下げに伴い、現地学習会の開催数

が増加、また令和 6 年度は現地学習会の参加者上限を 45 名から 50 名に

設定したことから利用人数が増加した。  

区  分 令和 3年度 令和 4年度 令和5年度 令和 6年度 

利用者数（人） 2,472 2,736 2,526 2,908 

○市民啓発事業 325千円 

目  的：人権を考える講話会の開催や関係機関及び団体等が実施する研修会へ講

師を派遣し、市民が同和問題をはじめとする人権問題に対する正しい理

解と認識を深め差別意識の払拭を図ることで、基本的人権が真に保障さ

れる地域社会の実現を目指す。 

内  容：全小学校を 3年で一巡する計画であり、16小学校区においてＰＴＡや町

内会など地域住民を対象に人権を考える講話会を開催し、478人の参加が

あった。また、団体からの要請に応じ実施する人権に関する研修会は、2

団体から要請があり、44人の参加があった。 

 

評 価 

・現地学習会や人権を考える講話会のアンケートで、「教育の影響力の大きさを自覚

し、子どもたちとかかわっていかなければということを痛感しました。」「講師の

「今一生懸命に取り組めば、子どもたちが差別のない社会を創っていってくれる

はず」というところに共感した。」「米国から来ています。本国でも様々な差別を

学びましたが、日本でこのような差別があるとは知りませんでした。新しく来る

ＡＬＴにも伝えていきます。」「「無意識の偏見」が自分自身にもあると気づき、相

手への対応の仕方や自分の今までを反省した。とはいえ、すぐに変わるものでは

なく、心していくことを機にかけていきたい。」「日常生活の中の何気ない言動が

人権侵害につながっていることがあるということを考えながら生活していきたい

と思った。」などの感想が寄せられ、参加者の人権に関する意識を高めることがで

きた。 

・現地学習会や人権を考える講話会の取組により、同和問題についての正しい理解

と認識が深まっているものの、未だに差別がなくならない現状がある。今後も、

差別解消に向けて、取組を継続して行っていく必要がある。 
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事業名 二十歳を祝うつどい運営事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
6,064千円(6,111千円) 

事業内容 

目  的：大人としての自覚と自立を促すとともに、生まれ育った上越市への思い

を深め、豊かな人間性と社会性を培う契機とする。 

開 催 日：令和 6年 4月 6日(土) 午後 1時 30分～2時 30分 

会  場：リージョンプラザ上越 インドアスタジアム 

出 席 者：1,348人（対象者 1,855人の 72.7％） 

内  容：▶第 1部 式 典 

・国歌斉唱 

・市長激励のことば、市議会議長お祝いのことば 

・代表スピーチ（参加者代表 3人） 

▶第 2部 記念行事（公募委員（9人）による実行委員会が企画・運営） 

・テーマ「HOPE～未来への飛躍～」 

・中学校恩師スライドショー 

・お楽しみ抽選会（メイド・イン上越特産品等） 

 

評 価 
・上越高校ダンス部の招へいやフォトスポットの設置など、実行委員のアイディア

をこれまで以上に形にして実施することができた。 

 

事業名 18歳成年者への祝賀メッセージ送付 

決算見込額 

(現計予算額) 
151千円(153千円) 

事業内容 

目 的：郷土に対する誇りや愛着の醸成と、若者支援に関する啓発等を行うため、

成年年齢に達する市民に向けて祝意を示すメッセージを送付。 

内 容：令和 6年度より成人を迎える 18歳の皆さんに対し、成人の日に合わせ、

祝意を示すため祝賀はがきを送付。また、祝賀はがきに郷土に対する誇

りと愛着を持ってもらいたいとの願いと、奨学金の返還支援制度や消費

者トラブルの対策など、成人を迎えた皆さんに知ってほしいことを紹介

する市ホームページの二次元コードを記載。 

対 象 者：市内に住む平成 18年 4月 2日～平成 19年 4月 1日までに生まれた 

1,760人 

送付時期：成人の日（1月 13日）までに到着 

評 価 
・成人を迎えた皆さんに知ってほしいことを紹介する市ホームページの閲覧数が増

えた。 
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○上越科学館 

事業名 上越科学館管理運営事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
71,278千円(72,203千円) 

事業内容 

目 的：市民の自然科学に関する教養を深め文化向上に寄与するため、上越科学館

の管理運営を行う。 

内 容：○指定管理の状況 

制度導入年度 令和 4年度 

指定管理者名 新東産業株式会社 

指定期間 令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで 

    ○施設の管理実績                    （単位：人） 

区 分 令和 4年度 令和 5年度 
令和 6年度 

計 画 実 績 

利用者数 61,841 70,500 89,000 88,633 
 

評 価 

・指定管理者による質の高い事業を提供することができたほか、新型コロナウイル

ス感染症が 5 類に引き下げられた影響もあり、年間利用者数は前年度を上回る

88,633人と回復傾向にある。 

 

・令和 6年度利用者数実績（単位：人） 

 令和 5年度 令和 6年度 比較 

第 1四半期 14,944 20,617 5,673 

第 2四半期 25,188 35,831 10,643 

第 3四半期 14,394 17,434 3,040 

第 4四半期 15,974 14,751 ▲1,223 

合計 70,500 88,633 18,133 
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○公民館係 

事業名 公民館事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
80,467千円（89,193千円） 

事業内容 

目  的：「学びの輪が 人をはぐくみ 地域を支えるまち」を目指す姿として定め、

学びのグランドデザインにおける「5本の事業の柱」（下記のとおり）に基

づく事業の実施及び支援により、人づくり、地域づくりを推進する。 

実  績：中央公民館及び各地区公民館（分館含む）で 336 事業を実施し、27,619

人が参加した。 

①学びのきっかけづくり 

地域住民のニーズに応じた趣味や教養講座等から個人の学びの意欲を高めると

ともに、交流の輪を広げる。 

＊趣味・教養講座 56事業（参加者数＝2,287人） 

＊体育・レクリエーション講座 14事業（参加者数＝492人） 

②未来をひらく人づくり 

地域資源および地域の人材を活用した体験活動や交流等を通じて、子どもたちの

豊かな心をはぐくむ。 

  ＊青少年教育活動事業 47事業（参加者数＝1,867人） 

 ＊夏休み☆子どもつどいのひろば 16事業（参加者数＝566人） 

＊こうみんかんキッズフェスタ事業 1事業（参加者数＝222人） 

③人をはぐくむ家庭環境づくり 

子どもたちが健やかに育つよう家庭の教育力向上を図るとともに、子どもの居場

所づくりに努める。 

＊家庭教育支援講座 21事業（参加者数＝535人） 

＊親子活動講座 11事業（参加者数＝321人） 

④地域や社会の課題を踏まえた地域づくり 

各地域自治区における地域の課題や情報モラルなどの現代課題を学習すること

により、課題解決に向けた意識を高める。 

  ＊ふるさと未来づくり事業 28事業（参加者数＝1,826人） 

＊地域・現代課題講座 23事業（参加者数＝942人）   

⑤行動する人への支援 

これから行動しようとする人や自主的に活動している団体、個人への活動支援を

通じて、活動機会の提供及び活動の維持・継続を図る。 

＊分館事業 64事業（参加者数＝4,998人） 

＊団体・サークル、地域活動への支援 34事業（参加者数＝4,112人） 

＊生涯学習フェスティバル、作品展、発表会 21事業（参加者数＝9,451人） 
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評 価 

・公民館講座を通じて、市民の学びの意欲や様々な課題への興味・関心を高め、人と

のつながりや地域課題の解決に向けた学習・体験・交流の機会の提供につながった。 

・「学びの輪が人をはぐくみ地域をつなぐ」ことを目指し、人づくり、地域づくりを

推進するため、市民が気軽に集い、共に学び合い、交流を深められる事業を実施し

た。 

 

事業名 公民館施設整備事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
546,242千円（552,759千円） 

事業内容 

目  的：老朽化が進む金谷地区公民館について、高田区内から金谷区内に移転整備 

し、利用者の利便性向上を図る。 

実  績：【金谷地区公民館新築工事関係決算見込内訳】  単位：千円 

区分 内容 決算見込額 

報償金 アトラクション（竣工式） 5 

郵便料 案内ハガキ（竣工式） 3 

委託料 

施工監理委託 13,644 

駐車場誘導業務委託 

(竣工式及び内覧会) 
97 

工事請負費 

建築工事 378,704 

電気設備工事 60,356 

機械設備工事 81,128 

追加工事（雨樋追加ほか） 858 

備品購入費 施設内使用備品 11,447 

合計 546,242 

     【竣工式】 

      日 時：令和 7年 3月 15日(土) 午後 1時～2時 

      出席者：地元町内会長、工事関係者ほか 

      内 容：式典、アトラクション(関根学園高等学校吹奏楽部、民謡友糸会) 

※竣工式終了後、地元向け内覧会を実施した。また、3月 16日(日) 

に一般向け内覧会を実施し、3月 17日(月)から一般利用を開始 

した。 

評 価 

・当初の予定どおり令和 6年度中に供用を開始することができた。 

・施設周辺で活動する団体の利用が多く、地域住民の新たな交流の場の提供につなが

った。 

 

事業名 公民館図書室事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
1,043千円（1,185千円） 

事業内容 

浦川原区及び頸城区を除く 11 区の公民館図書室において公民館利用者を始めとし

た地域住民の要望に応じた図書の購入により、公民館活動及び地域の活動に活用され

る図書室運営を行う。 

評 価 
・公民館利用者や公民館事業参加者等の意見を反映し、図書を購入することで、公民

館図書室の利用促進を図ることができた。 
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○上越清里星のふるさと館 

事業名 上越清里星のふるさと館管理運営費 

決算見込額 

(現計予算額) 
25,574千円（23,251千円） 

事業内容 

概  要：・天体観測及び天文に関する資料の展示等を通じて環境や自然の大切さ

を学ぶ機会を提供する。また、体験学習を通じて、生涯学習の振興と

青少年の健全育成に寄与する。 

     ・デジタルプラネタリウムの有効活用を図るとともに、隕石落下の伝承

を始め上越地域の天文教育の拠点にふさわしい学習機会を提供する。 

主な事業：・オープニングイベント【4/5～4/7 入館者数：64人】 

     ・スターゴールデンウィーク【4/27～5/6 入館者数：508人】 

     ・大人の天文教室【8回実施 参加者数：延べ 106人】 

     ・天体写真に挑戦【7回実施 参加者数：延べ 102人】 

     ・親子星空教室【2クラス×4回実施 参加者数：延べ 114人】 

          ・七夕フェア【6/1～7/7 入館者数 857人】 

     ・ホタルと天の川を見る会【6/29 参加者数 20人】 

     ・七夕の星を見る会【7/7 参加者数 103人】 

     ・スター週間【8/1～8/3 入館者数 52人】 

     ・隕石落下記念観望会【9/16 参加者数 40人】 

     ・中秋の名月を見る会【9/17 参加者数 28人】 

・第 14回星の文化祭【11/1～11/14 入館者数 423人】 

     ・謙信 KIDSプロジェクト「ほし」「星」【各 2回実施 参加者数 132人】 

     ・一般観望会【年間 76回計画、晴天実施 24回、延べ 426人参加】 

・出前観望会【3回実施 参加者 98人】 

     ・プラネタリウム上映【年間 562回、延べ 4,898人視聴】 

     ・天体写真展 【4/18～11/27 期間中の入館者多数】 

評 価 

・「櫛池の隕石」、「星の一生・宇宙ジェットの謎」などの館内展示や、プラネタリウ

ム新番組（まだ見ぬ宇宙へ、他）の上映、天体写真展の開催、季節に応じた各種

事業の実施により入館者数の増加に努めた。 

・イベント開催時は基本的に昨年を上回る入館者を記録したが、夜間観望会が天候

に恵まれず参加者が昨年の半数強（999人→426人）に留まったことなどから、年

間の合計入館者は目標「7,000人」をわずかに下回る 6,431人に留まった。（目標

達成率：91.9％） 
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○生涯学習係 

事業名 地域学校協働本部事業（地域青少年育成会議） 

決算見込額 

(現計予算額) 
2,282千円(3,668千円) 

事業内容 

目  的：地域で育てたい子ども像を学校と地域が話し合って共有し、互いに連携

しながら地域の特色をいかした教育活動に取り組むなど、学校・家庭・

地域が連携・協働して子どもたちの健全育成を推進する取組を支援する。 

内  容：・学校と地域をつなぐ役として、各地域から推薦のあった 155 人の地域

学校協働活動推進員（地域コーディネーター）を委嘱した。 

・新任コーディーネーターを対象とした研修会のほか、自身と他者を尊

重する健全な集団や場づくり推進のため、「人権を考える研修会」「ウ

ェルビーイングな学校づくり」「ファシリテーション研修（ホワイトボ

ード・ミーティングⓇ）」の研修会を実施した。 

・地域ごとの課題理解や好事例等の横展開を図るとともに、中学生の声

を聞く機会とするため、地域青少年育成会議実践事例発表及び意見交

換会を 12月に実施した。 

・全ての育成会議との対面、オンラインでの意見交換を通じて、各育成

会議の課題について情報収集を行うとともに、必要に応じて他地域の

好事例やロールモデル等の情報提供を実施した。 

評 価 
・引き続き、各育成会議の取組の好事例やロールモデル等の横展開を図るとともに、 

広報紙「つなぐ」の配布等を通して、育成会議の活動の周知に取り組む。 

 

 

事業名 子ども交流活動支援事業補助金 

決算見込額 

(現計予算額) 
208千円(330千円) 

事業内容 

目 的：子どもの異学年交流や地域交流等の促進を図り、ひいてはリーダーの育

成につながる活動を支援する。 

内 容：補助対象団体：単位子ども会、地区子連、地域青少年育成会議、文化活

動団体（5人以上で組織されるもの）、その他類する団体と

して市長が認める団体 

補助対象事業：子どもの異学年交流、地域交流等の促進を図り、ひいて

はリーダーの育成につながる活動で、市長が適当と認め

るものが対象。文化活動団体については、上記活動に加

え、申請団体に所属していない子どもが活動に参加する

ことが必要。 

補 助 額 ･率：補助対象活動の参加又は募集の範囲により上限額は 1万円

から 10万円。補助率は費目に応じて 5/10から 10/10。 

交付申請・実績：14団体からの申請に対して 14件・208千円を交付した。 

評 価 
・補助金の交付を通じて、子どもの異学年交流、地域交流の促進を図り、リーダー

の育成や青少年の健全育成を図る。 
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事業名 上越市民芸能祭 

決算見込額 

(現計予算額) 
200千円（218千円） 

事業内容 

目 的：芸能学習の成果を発表する機会を創出し、市民の活動意欲の高揚を図る

とともに、市民が芸術や文化に触れる機会を提供し、文化活動へ参加す

る機運を醸成する。 

内  容：市内の芸能団体が日頃の活動成果を発表し、芸能を身近に感じ鑑賞する

機会として、部門ごとに「つどい」を開催した。 

芸能分野 開催日 会場 

洋舞  5月 25日（土） 上越文化会館 

民謡・民舞  6月 9 日（日） リージョンプラザ上越 

合唱  7月 14日（日） 上越文化会館 

古典芸能 11月 3 日（日・祝） リージョンプラザ上越 

フラダンス 
11月 17日（日） 上越文化会館 

よさこい 
 

評 価 
・成果発表団体を充実するとともに、より幅広い世代から関心を持ってもらうため、 

市民芸能祭協議会に加盟していない団体に参加を促す。 

 

 

事業名 上越市美術展覧会 

決算見込額 

(現計予算額) 
5,380千円(5,735千円) 

事業内容 

目  的：市民に美術・芸術活動の成果を発表する場や鑑賞の機会を提供し、美術・

芸術文化の振興を図る。 

内  容：会  期 令和 6年 10月 6日（日）～14日（月・祝） 

午前 10時～午後 6時（14日は午後 4時まで） 

出品者数 279人(前回比△1人) 

出品点数 333点(前回比＋3点) 

会場・部門等及び入場者数（9日間延べ） 

会場 部門 入場者数（前回比） 

高田城址公園 

オーレンプラザ 

日本画 

洋画・版画 

彫刻・立体造形 

工芸・グラフィックデザイン 

2,553（△477） 

ミュゼ雪小町 書道、写真 1,158（ △92） 

合計  3,711（△569） 

そ の 他：写真部門で 18歳未満の出品者数が 28人（前回比＋22人）と大幅に増加 

し、将来の美術・芸術の担い手を育むうえで、展覧会の裾野が広がりつ 

つあることは喜ばしい成果である。 

評 価 
・今後も地域の成果発表会や絵画・書道教室等との連携を図り、出品者の掘り起こ

しを行う。 
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事業名 新潟県美術展覧会上越展 

決算見込額 

(現計予算額) 
777千円(806千円) 

事業内容 

目  的：市における美術・芸術文化の振興を図るため、新潟県美術展覧会上越展

を開催する。 

内  容：会  期 令和 6年 6月 12日（水）～6月 16日（日） 

午前 9時 30分～午後 4時 30分 

会  場 上越市教育プラザ体育館 

部  門 日本画、洋画、版画、彫刻、工芸、書道、写真（計 7部門） 

展示点数 399点（新潟展：1,080点、長岡展：472点、佐渡展：396点） 

※県全体の応募点数は 3,137点（うち上越市民は 143点）、入賞・入品 

 数は 1,080点（うち上越市民は 48点）  

入場者数 1,796 人(前年度比 128 人減)※通行証(出品者)を除くと 1,644 人 

そ の 他：スムーズな観覧のため、順路を設定し、原則として一方通行とした。 

また、上越展来場者の増に向けて、新たに市内 2事業者から前売券取扱 

を受託いただいたほか、妙高市にも働きかけ、庁舎、文化ホール等での 

ポスター、チラシ配置や、文化ホールでの前売券販売に協力いただいた。 

評 価 

・地域における周知や前売券拡大等に取り組んだが、会期中の気温が高かったこと

もあり、入場者数は前年度より減少した。（R5:22.5～26.9度 R6:28.3～33.6度） 

・引き続き、妙高市及び糸魚川市にも働きかけ、地域全体での事業となるようにつ

とめ、ひいては出品者数や来場者数の増加につながるように取組を進める。 
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○青少年健全育成センター 

事業名 街頭指導活動 

決算見込額 

(現計予算額) 
1,374千円(1,567千円) 

事業内容 

実施回数：年間 136回実施 

会 場：市街地、商業施設で高田地区（3コース）、直江津地区（3コース） 

対 象 者：20歳以下の青少年 

目 的：青少年の健全育成及び非行、犯罪の防止及び被害防止のため、巡回指導で「愛

の一声」活動を行った。 

内 容：上越市が委嘱する 51名の育成委員で 10班を編成し、高田・直江津地区の市

街地や商業地帯、駅周辺、青少年が集まる場所を巡回し、あいさつや声掛け、

指導・注意等を行った。（声かけ人数 7,590人、注意・指導件数 130件） 

そ の 他：定例街頭指導と青パト巡回指導の他、以下の活動を実施した。 

・特別街頭指導： 7月（南高田駅周辺）、10月（高田駅周辺） 

・PTA街頭指導体験：6・9・10・11月に実施、小・中学校 31校 33人 

参加 

評 価 

・悪天候等による中止もあったが、概ね計画通りに街頭指導を実施することができた。 

・下校時以外に街頭で出会う青少年は減っているが、全体に落ち着いた様子であった。

注意・指導対象の 47％がジベタリアン、44％が交通ルールであった。 

・声掛けに対して明るく挨拶を返す子どもたちが多い。地域の方からの挨拶や声掛け

も増えている。 

・特別街頭指導では、高校や少年サポートセンター等と連携した取組ができた。 

・青少年の非行や問題行動は少ない状態であり、これを維持するために街頭指導での

声掛けを継続するとともに青パトでの巡回指導の拡充を図る。 

 

 

事業名 環境浄化活動 

決算見込額 

(現計予算額) 
0千円(0千円) 

事業内容 

有害図書類自動販売機への立入調査を実施した。 

・実施日：10月 1日（火）  ・設置場所：三和区 

・有害図書類等自販機（1ヶ所 3台）について現地確認調査 

成人用冊子やＤＶＤ、下着等の物品が条例に基づいて適正に販売されていることを

確認した。条例違反は無く、販売小屋も概ね適切に管理されていた。設置業者に対

して、引き続き販売小屋を適切に管理するよう指導した。また、地権者には契約更

新をしないよう要請文を送付した。 

評 価 
・有害図書類等自販機が市内から無くなるように取組を継続していく。 

・街頭指導をとおして引き続き社会環境の状況について留意していく。 
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事業名 健全育成活動 

決算見込額 

(現計予算額) 
0千円(0千円)   ＊保護司会より助成 

事業内容 

“社会を明るくする運動”上越市推進委員会 6月 3日（月） 

 ・PR用懸垂幕、PR用のぼり旗の設置等の啓発活動 

“社会を明るくする運動”街頭宣伝活動 

・6月 21日（金）柿崎分区、頚城分区  ・7月 6日（土）直江津分区 

・7月 7日（日）高田・中部分区、浦川原分区 

“社会を明るくする運動”作文コンテスト 

・9月 9日（月）作文コンテスト上越市審査会 

小学生 2人、中学生 1人から応募があり、全員を県に推薦した。 

評 価 

・街頭宣伝活動をとおして市民に運動を周知することができた。 

・作文コンテストについては、より多くの学校から参加してもらえるように働きかけ

る必要がある。 

 

事業名 若者育成支援事業 

決算見込額 

(現計予算額) 
153千円(198千円) 

事業内容 

若者育成支援事業として下記の取組を実施した。 

① 「Fit」及び「若者ほっとライン」による相談活動 

 ・相談件数：269回（111人）・・不登校(23％)、ひきこもり(42％)、その他(35％) 

② 若者の居場所「Fit」の運営 

 ・利用人数:22人(R6新規利用者 20人)・・不登校 5、ひきこもり 12、その他 5 

 ・Fit運営会議を年 4回開催し、公認心理師から居場所としての運営の仕方や個々の

利用者の支援方法等について助言を得ている。 

③ 「上越市親の会」の開催（年 6回：教育プラザ） 

・延べ参加者 48人・・保護者が悩みを話し合い、アドバイスをし合う。 

④ 若者育成支援団体の支援ネットワークづくり 

 ・若者の居場所「Fit」利用者 22人のうち 20人は関係機関と連携した支援を行った。 

 ・関係機関連絡会議を 2回実施した。(5月、2月)  

評 価 

・若者の居場所「Fit」についてのこれまでの周知活動の効果が現れてきて、様々な機

関等からの紹介による利用や問い合わせが増えている。 

・地域包括支援センターや若者サポートステーション等、関係機関と具体的な支援場

面で連携できるケースが増えてきた。 

・若者の居場所「Fit」利用者の悩みや状況が多様化しているため、定期的な Fit運営

会議での個別の支援策の協議によって、その後の対応に活かすことができた。 

・「上越市親の会」は、約 4割が複数回の参加者であり、心が軽くなったといった感想

が多く寄せられた。 
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令和 6年度 補助金交付事業 

 

担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付決定額 

（円） 
備考 

公民館係

（板倉区） 

群馬県板倉

町子ども会

交流事業補

助金 

板倉子ども会

交流会事業 

群馬県邑楽郡板倉町の児童と

相互交流を行うことにより、

広い視野を持った心豊かな児

童を育成するとともに群馬県

邑楽郡板倉町との友好親善を

深める。 

0 

板倉町の

受入体制

が整わず

未実施 

公民館係 

（大潟区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

卯の花音楽祭 大潟区出身の小山作之助を顕

彰するとともに、音楽財産を

後世に残すため音楽祭を実施

する。 

280,000 

 

公民館係 

（頸城区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

くびき文化祭 頸城区で活動を行う市民を中

心に、音楽発表会や作品展を

通して自ら学習した成果を展

示・発表する。また、体験学習

コーナーやブックリサイクル

等も実施する。 

311,000 

 

公民館係 

（吉川区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

吉川区生涯学

習フェスティ

バル 

生涯学習の成果発表や団体の

ネットワーク形成の推進を行

う。また、作品展・芸能発表会

等を行う。 

130,000 

 

公民館係 

（中郷区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

中郷区生涯学

習フェスティ

バル 

取り組んできた学習や活動の

成果を発表する場として開催

し、相互の活動内容を理解す

るとともに、広く地域住民に

知ってもらう機会とし、もっ

て生涯学習に取り組む意欲を

高めるものとする。 

150,000 

 

公民館係 

（板倉区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

板倉ふれあい

まつり実行委

員会 

板倉区住民の生涯学習を推進

し、学習の成果発表の場を提

供するとともに、地域住民の

交流を図るため、文化展をは

じめとした各種イベントを開

催・運営する。 

80,000 

 

 

 

 

 

 

資料№1-2 



14 

 

担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付決定額 

（円） 
備考 

公民館係 

（清里区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

清里区生涯学

習フェスティ

バル 

地域で活動する団体や個人の

作品展示や体験教室を実施す

ることで、清里区住民の生涯

学習を推進し、学習成果の場

の提供をするとともに地域住

民の交流を図る。 

95,000 

 

公民館係 

（三和区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

三和区生涯学

習フェスティ

バル 

地域で活動する人たちの日頃

の学習の成果発表の場とし

て、文化祭を開催し、地域住

民の連携を深め、地域の活性

化を図る。 

250,000 

 

公民館係 

（清里区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

スターフェス

ティバル 2024

及び天文教育

普及事業 

実施主体： 

天文指導協力

員会 

上越一の天文体験施設をいか

して、天文教育の普及を図る

ため、観望会の実施協力のほ

か、スターフェスティバルを

開催し、天文講演会や星空コ

ンサート、天文工作教室等を

実施する。 

908,000 

 

生涯学習係 

上越市小中

学校ＰＴＡ

連絡協議会

補助金 

上越市小中学

校ＰＴＡ連絡

協議会 

家庭・学校及び単位ＰＴＡ相

互の連携強化と地域の教育力

の向上を図るため、上越市小

中学校ＰＴＡ連絡協議会が行

う広報紙の発行や研修会等の

事業を支援する。 

1,350,000 

上限額 

生涯学習係 

上越市子ど

も交流活動

支援事業補

助金 

単 位 子 ど も

会、地区子ど

も会連絡協議

会、地域青少

年育成会議、

文化活動団体

（5 人以上の

構成員で組織

され、市の区

域内で活動す

る団体） 

子どもの異学年交流や地域交

流等の促進を図り、ひいては

リーダー育成につながる各種

活動を支援する。 

226,000 

上限額は

対象とな

る団体や

範囲によ

り 1 万円

～10万円 
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担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付決定額 

（円） 
備考 

生涯学習係 

岩内町交流

事業補助金 

上越市子ども

会連絡協議会 

青少年の健全育成を図るた

め、上越市子ども会連絡協議

会が行う北海道岩内町児童と

の姉妹都市交流事業「ジュニ

ア上越の船」で来越した児童

と当市の児童との交流事業を

支援する。 

40,000 

上限額 

生涯学習係 

地域独自の

予算事業補

助金 

すわっ子わく

わく事業 

実施主体： 

すわっ子クラ

ブ 

子どもたちの健全育成や住民

の郷土愛の醸成を図るため、

二貫寺の森での野外活動や各

種体験教室等を実施する。 

303,000 

 

生涯学習係 

地域独自の

予算事業補

助金 

上雲寺小学校

児童の地域お

宝発見・地域

住民ふれあい

事業 

実施主体： 

上雲寺小学校

最寄会 

児童目線で地域のお宝を発見

し、地域への愛着を育むため、

地域連携カレンダーを作成し

配布する。 

 136,000 

 

 

 

生涯学習係 

（柿崎区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

第 7 回手しご

と・手づくり

柿崎・上越作

品展 

実施主体： 

手しごと・手

づくり柿崎・

上越作品展実

行委員会 

ものづくり文化の伝承と世代

間交流を促進するとともに、

いきいきと健康に暮らせる地

域社会の構築を図るため、も

のづくりに取り組む市民の作

品発表の場を設ける。 

 

422,000 

 

生涯学習係 

（牧区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

青少年健全育 

成体験事業 

実施主体： 

特定非営利活

動法人牧振興

会 

体験型イベント「わんぱく村」

を開催し、子どもたちが普段

できない体験活動を通じて、

「できた」の達成感や経験な

どの学びと成長の場を提供す

る。 

495,000 

 

R6 

新規 
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担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付決定額 

（円） 
備考 

生涯学習係 

（牧区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

「うたって・

おどって・み

て」楽しい暮

らしを応援事

業 

実施主体： 

牧文化協会 

牧文化協会主催による「夢ま

つり」を開催し、「生涯学び続

けることの楽しさ」を伝え、

文化活動参加者及び鑑賞者の

裾野を広げることで仲間づく

りやふれあいを大切にする気

持ちの醸成を育む。 

109,000 

  

 



人を
はぐくむ

市民の
学びの輪

地域を
つなぐ

＜５つの事業の柱＞

＜目指す姿＞

学びの輪が 人をはぐくみ 地域をつなぐ

＜５つの事業の柱＞

社会教育事業を5つの視点で取り組むことにより、市民の自己実現の達成や
地域課題等の解決に向けたきっかけづくりなど、主体的な学びを実践する
ための下支えを進めていきます

学
び
の
き
っ
か
け
づ
く
り

1

未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り

2

家
庭
環
境
づ
く
り

人
を
は
ぐ
く
む

3

踏
ま
え
た
地
域
づ
く
り

地
域
や
社
会
の
課
題
を

4

行
動
す
る
人
へ
の
支
援

5

市民が身近な学びの場に集い、
わくわくする学びの楽しさを
知り、学びを深め、行動する
循環を生み出します

社会教育事業の
アプローチにより、
上越市の未来を担う
人材を育成します 育成した人材が

課題解決に向けた
行動を起こすことで
地域をつなぎます

上越市の社会教育事業の「学びのグランドデザイン」

青少年(0～18歳)期
6歳 12歳

成人期 高齢期

誰もが生涯にわたって学ぶことができる機会を提供し、主体的な学びへの意欲を
高め、交流の輪を広げる01 学びのきっかけづくり (4事業)

生涯学習情報の提供

趣味・教養講座

体育・レクリエーション講座

出前講座

02 未来をひらく人づくり (7事業)
地域での学びや地域との関わりを通じて、主体的に学ぶことの楽しさや喜びを
知り、子どもたちのチャレンジ精神とふるさとへの愛着を育てる

青少年教育活動事業

夏休み☆子どもつどいのひろば

こうみんかんキッズフェスタ

謙信KIDSプロジェクト

部活動の地域展開（生涯学習の推進）

学び愛フェスタ（生涯学習の推進）

03 人をはぐくむ家庭環境づくり (5事業) 家庭、学校、地域が連携し、ともに学び、子どものすこやかな育ちを支える

家庭教育支援講座、親子活動講座

地域学校協働活動推進員の活動（育成会議支援）

上越市小中学校
PTA連絡協議会支援

子ども交流活動支援

二十歳を祝うつどい
(18歳はがき・R2代替行事)

地域や社会の課題を踏まえた
地域づくり (6事業)

ふるさと未来づくり事業

地域課題や現代課題を学び、課題解決に向けた意識を高めることにより、
豊かな地域社会づくりにつなげる

小・中学生学習会 社会同和教育・人権教育

若者の居場所「Fit」の運営を通じた
義務教育終了後の支援と支援ネットワークの構築

街頭指導、特別街頭指導の実施

地域・現代課題講座

05 行動する人への支援 (5事業※再掲1)
芸術・文化に親しむ場の提供や、意欲を持って行動する人・団体を支援すること
により、持続可能な活動と未来への学びの輪をつなげる

(再掲)ふるさと未来づくり事業

分館事業、ボランティア活動、団体・サークルや地域活動への支援、生涯学習フェスティバル

市展、県展の開催

市民芸能祭の開催

後援、共催による事業支援

＜令和7年度 事業分類＞

1

2

3

4

5

＜基本方針＞

上越科学館 新展示物



令和７年度 社会教育の方針（社会教育課） 

 

 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す姿】 

 

 

 

 

【社会教育課の取組方向（重視する視点）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 7年度の重点事業】 

（多様な学習活動の推進・多様な学習機会の充実）   

○市民の価値観の多様化、少子高齢化に伴う人口減少や担い

手不足が著しい。また、多様化する人権問題・同和問題な

ど、地域における現代課題に対して、各種団体等と連携・

協力しながら解決を図る社会基盤の構築が求められてい

る。 

○個人の学びの要望に応えるとともに、生涯を通して学び、

活躍できる担い手となるよう、地域の魅力ある資源を活用

した地域づくり等、社会の要請に基づく学習機会の提供の

ほか、参加者の固定化及び事業のマンネリ化に対応した取

組が必要である。  

○課題解決のアイディアや気づきとなるような講座を、地域

の団体と連携して実施する必要がある。 

○関係課と連携し、令和 8年度からの休日の部活動廃止に向

けた部活動の地域移行の取組を進めていく必要がある。 

（家庭・地域・学校が一体となった子どもの健全育成） 

○地域社会の連帯意識の希薄化等により、地域の教育力が低

下し、家庭教育を支える仕組みや環境が大きく変化してい

る。 

○20の地域青少年育成会議では、各地域の状況に応じた活動

を行っているが、教員の働き方改革等による学校との関係

や事業のあり方に課題が生じている地域もあることから、

支援が必要である。また、地域学校協働活動推進員（地域

コーディネーター）の高齢化・担い手不足が生じている。 

○高等学校や社会人となる段階など、若者が自立していく中

でのつまずきや不適応によって、不登校やひきこもりにな

る状況が見られる。未来ある若者が社会的に孤立しないよ

う、自立に向けた途切れのない支援活動を推進する必要が

ある。 

（施設管理・整備） 

○デジタル化の進展に伴い、より一層行政サービスの高度化

が求められていることから、引き続き、所管施設の ICT 環

境を整えておく必要がある。 

○公民館は、住民の学びやまちづくり活動を支える拠点とな

る施設である。また、職員が常駐する地区公民館は、子ど

もたちの居場所にもなっている。引き続き、住民が学びや

すい環境を作っていく必要がある。 

○公民館など所管する多くの施設は老朽化が進み、多額の経

費負担が生じていることから、適切な維持管理や利用実態

に合わせた管理の見直しを検討する必要がある。 

 

施設管理・整備 
【事業内容】 
○施設の適正管理 
・社会教育活動の質の向上や、施設の利便性の向上のため、所管
施設のインターネット環境を整備 

・利用者が安全に安心して利用できる適切な施設の維持管理運営の
実施 

・上越科学館のより良い企画・展示の実施と管理運営 
○施設の適正配置の取組推進 
・耐震規準を満たしておらず、老朽化が著しい諏訪地区公民館を廃
校となる諏訪小学校内に移転整備 

・公の施設の適正配置計画により整理が必要な施設について、将来
を見据えた協議の実施  

＜＜第 7次総合計画・第 3次総合教育プラン＞ 

5-3-1-1多様な学習機会の充実、5-3-1多様な学びの推進 
プラン 3 多様な学びの推進 

 

多様な学習活動の推進・多様な学習機会の充実 
【事業内容】 
○人権教育、同和教育の推進 
・人権意識を高めるための学習機会の充実 
○郷土を愛する心の育成 
・ふるさと上越の豊富な地域資源や人材を活用した謙信 KIDS プロ
ジェクトの実施 

○未来をひらく人づくり 
・地域の多様な文化芸術団体と連携した休日の活動の展開や地域ク
ラブフェアの開催など、文化部活動の地域移行の取組推進と生涯
学習活動の活性化 

○地域・現代課題に対応する取組の推進 
・各地区公民館において、地域の課題解決の気付きとなるような講
座を地域と連携して実施 

○市民の主体的な学びの意欲・関心が高まるよう、公民館での多様
な取組を通じた、人づくり、地域づくりの推進 

＜第 7次総合計画・第 3次総合教育プラン＞  
3-1-1人権・多様性の尊重、5-3-1-1多様な学習機会の充実、 
5-3-1-2多様な学習活動の推進  
プラン 3 多様な学びの推進 プラン 6 人権・多様性の尊重 

「学びの輪が 人をはぐくみ 地域をつなぐ」 

 

【取組方向①】 

○住民の身近な学びの場、子どもの居場所としての環境を

維持するとともに、ICT環境の整備を継続する。 

○施設の実態や利用状況を踏まえ、維持管理や計画的な整

備を進め、学ぶ環境の充実を図る。 

○公の施設の適正配置計画に基づく取組を進める。 

○多様な学習ニーズに対応するため、地域の資源や人材、NPO

等の民間団体の取組と連携し、主体的な学びのきっかけと

なる学習機会の提供や学ぶ環境の充実を図る。 

○参加者同士が学び合い、互いに高め合えるよう支援すると

ともに、市民に学びの輪が広まり学習の成果が幅広くいか

されるよう、学びが循環する地域づくりを推進する。 

○文化部活動の地域移行の取組を通じて、子どもと地域の文

化・生涯学習団体が共に活動する環境づくりを推進する。 

○一人一人が大切にされる社会となるよう、人権教育、同和

教育を推進する。 

○家庭・地域・学校が一体となって子どもの健全育成を推進

し、郷土愛の醸成を図る。 

○地域青少年育成会議や地域団体の活動を支援するととも

に、持続可能な青少年教育活動体制を整えるため、公民館

等と連携する仕組みづくりを進める。 

○地域学校協働活動推進員の取組を周知するなど、「地域の

子どもは地域で育てる」意識の醸成を図るとともに担い

手の確保に努める。 

○義務教育終了後に困難を抱える若者の自立に向けた支援

を進め、若者の居場所「Fit」の活用を中核とした若者及

び保護者への支援の充実を図る。 

家庭・地域・学校が一体となった子どもの健全育成 
【事業内容】 
○家庭・地域の教育力向上 
・各地区公民館において家庭教育支援講座や親子活動講座等を実施 
○青少年の育成支援活動の推進 
・地域青少年育成会議の訪問を通じた各地域の状況把握と課題に応
じた支援 

・地域青少年育成会議と公民館との事業連携の推進 
・市ホームページ等の SNS や広報紙等を通じた地域青少年育成会議
や地域学校協働活動推進員の活動周知 

○若者育成支援の取組の充実 
・若者の居場所「Fit」の周知と個に応じた支援の充実 
・「上越市親の会」の開催による保護者支援の充実 
・関係機関・団体と連携した支援の推進 

＜第 7次総合計画・第 3次総合教育プラン＞ 
5-2-2-1全ての子どもの学びの保障、5-3-1-1多様な学習機会の充 
実、5-3-1-2多様な学習活動の推進 
プラン 3 多様な学びの推進 

多様な学習活動の推進 
多様な学習機会の充実 

家庭・地域・学校が一体となった子
どもの健全育成 

【取組方向②】 

施設管理・整備 【取組方向③】 

資料№2-1 
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令和７年度の主な事業（社会教育課） 

 
■社会教育係  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

≪謙信ＫＩＤＳプロジェクト≫ 

１ 概  要   ふるさと上越の魅力ある体験活動を通して、学ぶ意欲やふるさとを愛する心を育成

するとともに、地域の資源や人材をいかし、グローバル社会に生きる力を育てる。 

２ 内  容   18 講座 23 コース（しょく、ほし、しぜんＡ・Ｂ、うみＡ・Ｂ・Ｃ、さとやま、    

ものづくりＡ・Ｂ、プログラミング入門・基礎、縄文、ワールドツアー、エネルギ

ーとチタン、交通、城と武将、食、海、星等） 

３ 対  象   小学生（1～6年生） 

４ 実施時期   6月～令和 8年 1月 

 

 

≪現地学習会（部落問題学習会）≫ 

１ 概  要   部落問題に対する正しい理解と認識を深め、人権教育における指導者としての資質

向上を図ることを目的に現地学習会を実施する。 

２ 内  容 講師による講話、社会教育指導員による講話 

３ 対  象   小・中学校の教職員等 

 

 

≪人権を考える講話会≫ 

１ 概  要   同和問題を始め様々な人権問題に対する市民の正しい理解と認識を深め、差別意識

の払拭を図ることを目的として人権を考える講話会を開催する。全ての小学校区を

3年間で一巡する計画で実施する。（7巡目の 2年目） 

案内や当日運営は、小学校や地域青少年育成会議など、地域団体の協力を得て実施

する。 

２ 内  容    社会教育指導員による講話、意見交換など 

３ 対  象 講話会を開催する小学校区の児童の保護者、地域団体や町内関係者、教職員等 

４ 開催校区 黒田小、富岡小、大和小、高志小、戸野目小、大町小、八千浦小、直江津南小、 

保倉小、春日新田小、谷浜小、浦川原小、牧小、上下浜小、大瀁小（計 15校での開

催を予定） 

 

 

≪人権教育・啓発図書及びビデオの貸出≫ 

１ 概  要   広く人権意識の高揚を図り、市民、社会教育・学校教育関係者が実施する研修会

や学習会、自己啓発のため、図書やビデオ等を無料で貸出する。 

２ 内  容   図書（588冊）      … 白山会館、社会教育課に設置 

ビデオ、ＤＶＤ（43巻） … 社会教育課に設置 

図書、ビデオ、ＤＶＤのリストを白山会館図書コーナーに設置するほか、市ホー

ムページに掲載する。 

【上越市ホームページ → 組織でさがす → 社会教育課（青少年健全育成セ

ンター） → 人権・同和教育関係の資料貸し出し】 

３ 貸出、申込方法   図書の貸出しは設置場所の貸出簿へ記入する。 

ビデオ・ＤＶＤは社会教育課へ電話（025-545-9245）で申し込む。 

４ そ の 他   上越地区広域視聴覚教育協議会（視聴覚ライブラリー）でも人権啓発ビデオ・ 

ＤＶＤの貸出しを行っている。 

 

 

資料№2-2 
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≪二十歳を祝うつどい≫  

１ 概 要   大人としての自覚と自立を促すとともに、生まれ育った上越市への思いを深め、

豊かな人間性と社会性を培う契機とする。 

２ 内 容    ⑴  日 時 ：4月 5日（土）午後 1時 30分～2時 50分 

⑵  会 場 ：リージョンプラザ上越 インドアスタジアム 

⑶  出席者 ：1,369人（対象者 1,870人の 73.2％） 

⑷  テーマ ：大志 

⑸  次 第   

   第 1部 式典 

・オープニングパフォーマンス(上越高校ダンス部による演技披露) 

            ・国歌斉唱 

・市長激励のことば 

・市議会議長お祝いのことば 

・代表スピーチ（参加者代表 3人） 

   第 2部 記念行事  ※公募委員（10人）による実行委員会が企画運営 

・中学校恩師スライドショー 

・お楽しみ抽選会(メイド・イン上越認証品や上越ゆかりの品が景品) 

 

≪上越市二十五歳の成人式（令和 2年度代替行事）≫  

１ 概 要   新型コロナウイルス感染症の影響により、中止した成人式の対象者が参集する機

会を提供し、改めて祝意を示すとともに、旧友との再会や式典への参加を通し

て、上越市で生まれ育たことを改めて認識してもらう。 

２ 内 容   ⑴   日 時：8月 16日（土）午後 4時～5時 

         ⑵  会 場：上越文化会館 大ホール 

⑶  対象者：平成 11年 4月 2日から平成 12年 4月 1日までの間に生まれた人 

で、上越市に住民登録のある人及び以前上越市に居住していた人

（1,687人） 

⑷  次 第   

   第 1部 式典 

・開式のことば 

            ・国歌斉唱 

・市長激励のことば 

・市議会議長お祝いのことば 

・代表スピーチ（参加者代表 2人程度） 

   第 2部 アトラクション 

      ・メイドイン上越を中心とした特産品が当たる抽選会 

 

≪18歳成人祝賀事業≫  

１ 概 要   郷土に対する誇りや愛着の醸成と、若者支援に関する啓発等を行うため、成年年

齢に達する市民に向けて祝意を示すメッセージを送付する。 

２ 内 容    ・令和 7年度に 18歳となる人を対象に、令和 8年の成人の日を目途にメッセー

ジはがきの送付を行う。 

          ・はがき裏面には、市長メッセージのほか、市ホームページへのリンク（二次元

コード）を掲載し、市の若者支援の取組をはじめとした市民への多様なサポー

トやお知らせ情報のほか、成人として今後注意が必要な事項などの啓発記事を

見てもらうことで、市の取組についての周知と利用促進を図る。 
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■公民館係  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

≪公民館事業≫ 

１ 概  要   「学びの輪が 人をはぐくみ 地域をつなぐ」を社会教育の目指す姿とし、学び

を通じた人づくり、地域づくりを推進する。 

         公民館で行う事業を下記の 5つに分類し、実施及び支援する。 

  ２ 内  容   ①学びのきっかけづくり 

「スマホの活用法」、「エネルギー講座」、「ノルディックウオーキング教室」 

など 80事業 

②未来をひらく人づくり 

「子ども体験教室」、「自然探検」、「スキー教室」など 64事業 

③人をはぐくむ家庭環境づくり 

「家庭教育支援講座」、「親子読み聞かせ講座」、「ベビーマッサージ講座」など 

32事業 

④地域や社会の課題を踏まえた地域づくり 

「ふるさと未来づくり事業」、「人権・同和問題講座」、「地域の魅力発信講座」 

など 54事業 

⑤行動する人への支援 

「生涯学習フェスティバル」、「地域スポーツ大会」など 128事業 

３ 対  象   上越市民 

４ 実施時期   年間を通して実施 

 

 

≪夏休み☆子どもつどいのひろば≫ 上記②に含まれる 

１ 概  要   各地域自治区における人づくり、地域づくり活動の拠点である公民館において、

子どもたちが自由に活動する機会を提供することにより、公民館を身近に感じて

もらい、子どもたちが健やかに育つ環境づくりに努める。 

２ 内  容   公民館等施設の一室を開放し、子どもたちが気軽に安心して過ごす場所を提供す

る。 

３ 対  象   主に小学生 

４ 場  所   地区公民館内等施設の空いている部屋 

５ 実施時期   夏休み期間中の主に平日午前 9時から午後 4時まで（公民館主事の常駐時間）。 

なお、期間は地区公民館ごとに異なる。 

 

 

≪公民館図書室の運営≫ 

１ 概  要   公民館利用者を始めとした地域住民の意見や要望等に応じた図書の購入により、

地域の拠点である公民館で身近に本を手に取る機会を提供するとともに、公民館

活動やコミュニティ活動に活用される図書室を目指す。 

なお、図書の利用促進の観点から、図書館が蔵書する本の予約等の図書館サービ

スも図書室で行う。 

２ 内  容   各地区公民館図書室に所蔵する図書資料の貸出、公民館利用者及び利用団体等の

意見や要望を反映した図書の選定、登録・除架作業、管理運営。 

３ 休 館 日   12月 29日～1月 3日ほか、各施設条例に定める日 
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 ■生涯学習係  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

≪地域学校協働本部事業（地域青少年育成会議）≫ 

１ 概 要   「地域の子どもは地域で育てる」という視点に立ち、地域が主体的にその地域の

教育活動を考え、学校と連携して教育活動を行い、地域の総合的な教育力の向上

を図る。学校と地域青少年育成会議との橋渡しを行う上越市地域学校協働活動推

進員（地域コーディネーター）を配置し、学校と家庭と地域の連携を推進する。 

２ 内 容   市内 20中学校区すべてに設置されている 

   ・上越市地域青少年育成会議協議会総会 

         ・地域青少年育成会議実践事例発表及び意見交換会 

                 ・新任コーディネーター研修会 

         ・広報紙作成   ほか 

 

 

≪子ども交流活動支援事業補助金≫ 

１ 概 要   子どもの異学年交流や地域交流等の促進を図り、ひいてはリーダーの育成につな

がる活動を支援する。 

２ 内 容   ⑴ 補助対象団体：単位子ども会、地区子連、地域青少年育成会議、文化活動団

体（5人以上で組織されるもの）、その他類する団体として市長が認める団体 

⑵ 補助対象事業：子どもの異学年交流、地域交流等の促進を図り、ひいてはリ

ーダーの育成につながる活動で、市長が適当と認めるものが対象。（創作活

動や体験活動など、教育的要素が含まれる活動に限る）          

文化活動団体については、上記活動に加え、申請団体に所属していない子ど

もが活動に参加することが必要。 

⑶ 補助額・率：補助対象活動の参加又は募集の範囲に応じて上限額は 1万円

から 10万円。補助率は費目に応じて 5/10から 10/10。 

 

 

≪上越市民芸能祭≫ 

  １ 概  要   芸能学習の成果を発表する機会を創出し、市民の活動意欲の高揚を図るとともに、市

民が芸術や文化に触れる機会を提供し、文化活動へ参加する機運を醸成する。 

２ 内  容   上越市民芸能祭の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ そ の 他   入場無料 

 

 

 

 

 

 

部 門 開催日 会 場 

洋舞  5月31日（土） 上越文化会館 

民謡・民舞  6月 8 日（日） リージョンプラザ上越 

合唱  6月22日（日） 上越文化会館 

古典芸能 10月26日（日） リージョンプラザ上越 

フラダンス 
12月14日（日） 上越文化会館 

よさこい 
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≪上越市美術展覧会≫ 

  １ 概  要   市民の美術・芸術活動の成果を発表する場や鑑賞の機会を提供し、だれもが生涯学習

活動ができるよう支援する。また、市展入選作品を展示、鑑賞することにより美術へ

の関心を高め、文化振興を図る。 

２ 内  容   第 54回上越市美術展覧会の開催 

３ 期  間   10月 5日（日）～10月 13日（月・祝） 9日間 

４ 会  場   高田城址公園オーレンプラザ、ミュゼ雪小町 

５ そ の 他   入場無料 

 

 

≪新潟県美術展覧会上越展≫ 

１ 概  要   歴史と伝統を持つ県内最大の美術展覧会である「県展」巡回展を当市で開催し、

市民の美術・芸術活動への関心を高めるとともに、すぐれた美術・芸術文化に触

れる機会を提供する。 

２ 内  容   第 79回新潟県美術展覧会上越展の開催 

３ 期  間   6月 12日（木）～16日（月） 5日間 

４ 会  場   教育プラザ体育館 

５ そ の 他   大学生以下は入場無料 

 

 

≪地域クラブ活動推進事業≫ 

１ 概  要   中学校における休日の部活動の地域展開と協調し、子どもたちが将来にわたり継

続して文化芸術活動に親しむことができる仕組みや制度づくりに取り組む。 

２ 内  容   ・関係課や関係団体と連携し、休日における部活動の地域クラブへの移行に向け

た実証事業に取り組み、子どもたちが文化芸術活動に親しむ機会を提供する。 

・子どもたちが地域のスポーツ・文化芸術活動に参加するきっかけを提供する体

験型イベントを通じて、子どもたちと市内のスポーツ・文化芸術団体の交流を

図るとともに、保護者等を含めた市民の主体的な学びの場を提供する。 

３ 期  間   通年 

    ※令和 6年度「中学生の文化環境づくり事業」を令和 7年度は教育総務課地域クラブ活動推進室 

     の「地域クラブ活動推進事業」に集約したもの。 
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■青少年健全育成センター  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

≪街頭指導≫ 

 １ 概  要   ・旧高田・直江津地域の商業地帯、駅周辺及び青少年が集まる場所 6地域を中心

に、青少年健全育成委員が巡回指導で「愛の一声」活動を行う。 

 ２ 内  容   ・民生委員・児童委員、保護司会、更生保護女性会、子ども会、町内会から委員

53名を委嘱し、10班を編成して年間 120回程度の定例巡回指導を行う。 

・青色パトロール車による巡回指導（月 3回）、PTA街頭指導体験、他機関と連携し

た特別街頭指導（7月、10月）を実施する。 

 

 

≪環境浄化活動≫ 

 １ 概  要   ・有害図書類等自動販売機の調査を行い、違反販売店への是正指導等を実施す

る。 

 ２ 内  容   ・有害図書類等の自動販売機設置業者立ち会いのもとに立入調査を実施し、販売

品や周辺の環境、標示等の改善指導を行うとともに、地権者に対して契約更新

をしないように要請文を送付する。（現在市内１ヶ所に 3台の自動販売機が設置

されている。） 

 

 

≪健全育成活動≫ 

 １ 概  要   ・犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会づくりのために、保護司会と連

携し、“社会を明るくする運動”を展開する。 

  ２ 内  容   ・街頭宣伝活動（高田・中部分区、直江津分区、東部分区、柿崎分区）を実施す

る。 

・市内の小中学生を対象に、作文コンテストを実施する。 

 

 

≪若者育成支援活動≫ 

 １ 概  要   ・義務教育終了後に悩みや不安を抱えて困っている若者とその保護者に対して、相

談活動や居場所の運営等をとおして、若者の自立へとつながる支援を行う。 

 ２ 内  容   ・さまざまな困難を抱える若者やその保護者への相談窓口として、相談ダイヤル

「若者ほっとライン」を運営する。 

・不登校やひきこもり等の若者が家から外に一歩を踏み出すための支援を行う場

として、若者の居場所「Fit」を運営する。 

・子どもの不登校・ひきこもり等に悩む保護者を対象とする「上越市親の会」を

継続して開催し、保護者・家族への支援を行う。 

・若者育成支援関係機関や団体間で連携した支援が可能になるようにネットワー

クづくりを推進する。 
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令和 7年度 補助金交付事業計画 

 

担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付予定額 

（円） 
備考 

公民館係

(浦川原区) 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

手作りの小さ

な文化祭 

生涯学習の推進や参加者同士

の交流を図るため、大島区・

浦川原区・安塚区で文化活動

に取り組んでいる個人や団体

による作品展示と芸能発表を

実施する。 

244,000 

新規事業 

公民館係 

（大潟区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

卯の花音楽祭 大潟区出身の小山作之助を顕

彰するとともに、音楽財産を

後世に残すため、音楽祭を実

施する。 

250,000 

 

公民館係 

（頸城区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

くびき文化祭 生涯学習に対する理解や学習

意欲を高めるため、頸城区で

活動を行う市民を中心に、 

学習成果を展示・発表する音

楽発表会や作品展を実施す

る。また、体験学習（ワークシ

ョップ）やブックリサイクル

も実施する。 

311,000 

 

公民館係 

（吉川区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

吉川区生涯学

習フェスティ

バル 

生涯学習の成果発表や団体の

ネットワーク形成の推進を行

うため、作品展・芸能発表会

等を行う。 

130,000 

 

公民館係 

（中郷区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

中郷区生涯学

習フェスティ

バル 

地域で活動する個人や団体の

活動内容を広く地域住民に知

ってもらうことにより生涯学

習に取り組む意欲を高めるた

め、作品展、体験教室、音楽芸

能発表を行う。 

150,000 

 

公民館係 

（板倉区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

板倉ふれあい

まつり実行委

員会 

板倉区住民の生涯学習を推進

し、学習の成果発表の場を提

供するとともに、地域住民の

交流を図るため、文化展をは

じめとした各種イベントを開

催・運営する。 

80,000 

 

 

 

 

 

資料№2-3 
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担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付予定額 

（円） 
備考 

公民館係 

（清里区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

清里区生涯学

習フェスティ

バル 

清里区住民の生涯学習を推進

し、学習成果発表の場を提供

するとともに、地域住民の交

流を図るため、地域で活動す

る団体や個人の作品展示や体

験教室を実施する。 

95,000 

 

公民館係 

（三和区） 

生涯学習フ

ェスティバ

ル補助金 

三和区生涯学

習フェスティ

バル 

地域住民の連携を深め、地域

の活性化を図るため、地域で

活動する人たちの日頃の学習

の成果発表の場として、作品

展示、芸能発表会や体験教室

等を実施する。 

250,000 

 

公民館係 

（清里区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

スターフェス

テ ィ バ ル

2025 及び天

文教育普及事

業 

実施主体： 

天文指導協力

員会 

上越一の天文体験施設をい

かして、天文教育の普及を図

るため、観望会の実施協力の

ほか、スターフェスティバル

を開催し、天文講演会や星空

コンサート、天文工作教室等

を実施する。 

1,050,000 

 

生涯学習係 

上越市小中

学校ＰＴＡ

連絡協議会

補助金 

上越市小中学

校ＰＴＡ連絡

協議会 

家庭・学校及び単位ＰＴＡ相

互の連携強化と地域の教育力

の向上を図るため、上越市小

中学校ＰＴＡ連絡協議会が行

う広報紙の発行や研修会等の

事業を支援する。 

1,355,000 

上限額 

生涯学習係 

上越市子ど

も交流活動

支援事業補

助金 

単 位 子 ど も

会、地区子ど

も会連絡協議

会、地域青少

年育成会議、

文化活動団体

（5 人以上の

構成員で組織

され、市の区

域内で活動す

る団体） 

子どもの異学年交流や地域交

流等の促進を図り、ひいては

リーダー育成につながる各種

活動を支援する。 

200,000 

上限額は

対象とな

る団体や

範囲によ

り 1 万円

～10万円 



27 

 

担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付予定額 

（円） 
備考 

生涯学習係 

岩内町交流

事業補助金 

上越市子ども

会連絡協議会 

青少年の健全育成を図るた

め、上越市子ども会連絡協議

会が行う北海道岩内町児童と

の姉妹都市交流事業「ジュニ

ア上越の船」で来越した児童

と当市の児童との交流事業を

支援する。 

40,000 

上限額 

生涯学習係 

地域独自の

予算事業補

助金 

すわっ子わく

わく事業 

実施主体： 

すわっ子クラ

ブ 

子どもたちの健全育成や住

民の郷土愛の醸成を図るた

め、二貫寺の森での野外活動

や各種体験教室等を実施す

る。 

397,000 

 

生涯学習係 

地域独自の

予算事業補

助金 

上雲寺小学校

児童の地域お

宝発見・地域

住民ふれあい

事業 

実施主体： 

上雲寺小学校

最寄会 

児童目線で地域のお宝を発

見し、地域への愛着を育むた

め、地域連携カレンダーを作

成し配布する。 
136,000 

 

 

 

生涯学習係 

（柿崎区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

第 8 回手しご

と・手づくり

柿崎・上越作

品展 

実施主体： 

手しごと・手

づくり柿崎・

上越作品展実

行委員会 

ものづくり文化の伝承と世

代間交流を促進するととも

に、いきいきと健康に暮らせ

る地域社会の構築を図るた

め、ものづくりに取り組む市

民の作品発表の場を設ける。 

 

389,000 

 

生涯学習係 

（牧区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

青少年健全育

成体験事業 

実施主体： 

特定非営利活

動法人牧振興

会 

子どもたちに、普段できない

体験活動を通じた学びの場

を提供するため、体験型イベ

ント「わんぱく村」を開催す

る。 

405,000 
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担当係 

（担当区） 
補助金名称 

補助対象団体 

または事業 
目的・内容 

交付予定額 

（円） 
備考 

生涯学習係 

（牧区） 

地域独自の

予算事業補

助金 

「うたって・

おどって・み

て」楽しい暮

らしを応援事

業 

実施主体： 

牧文化協会 

仲間づくりやふれあいを大

切にする気持ちを醸成し、文

化活動実践者及び鑑賞者の

裾野を広げるため、「生涯学

び続けることの楽しさ」を伝

える「夢まつり」を開催する。 

109,000 
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令和 7年度 社会教育委員による事業訪問について（案） 

 

１ 実施目的 

  社会教育課で実施する社会教育事業について、社会教育委員・公民館運営審議会委員から参加

してもらい、事業に対する意見や提案を寄せていただく。寄せられた意見等を今後の事業計画や

運営に反映させるなどして、より充実した社会教育事業の展開を図る。 

 

２ 対象事業 

  ・各種公民館事業、社会教育事業（市展、生涯学習フェスティバル、謙信 KIDS プロジェクト

など）  対象事業を限定しない。 

  

３ 事業訪問の流れ 

① 【社会教育課】各種公民館事業、社会教育事業の日程等を定期的に郵送する配布物と合わ

せてお知らせするほか、市ホームページ等で情報収集いただけるよう準備を進める。 

② 【委員】各自興味のある分野の公民館事業や社会教育事業の日程を確認し、事業実施日の 

1週間前までに、訪問事業を社会教育係へ連絡する。（メール、電話、Fax） 

③ 【委員】事業訪問を実施。（社会教育委員の名札着用） 

④ 【委員】裏面「令和 7年度社会教育委員による事業訪問 意見等報告シート」により、意見・

提案を事業訪問参加後 1 ヶ月以内を目安に市へメール・Fax・郵送・持参のいずれかの方

法で報告する。 

⑤ 【市】いただいた意見・提案を今後の事業計画や運営に反映できるよう検討する。 

     

４ その他 

  ・参加を強制としない。 

・裏面「令和 7 年度社会教育委員による事業訪問 意見等報告シート」の提出を受けて、自宅

から事業開催会場までの距離に応じた交通費（22円/㎞）を口座振込で支給します。 

  ・市民として申込・参加した場合も、意見・提案等ありましたら、任意の様式で報告をお願い

します。（交通費の支給なし） 

資料№3 
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令和7年度 社会教育委員による事業訪問 意見等報告シート 
 

 

 

 

※ 評 価（◎：とてもよい  ○：おおむねよい  △：改善する点がある  ×：改善すべき） 
 

●お手数ですが、記入後社会教育係へシートを提出ください。（メール、ＦＡＸ、郵送、持参のいずれかの方法でお願いします。） 

●コメントは、該当欄に収まる程度の量で結構です。 

事 業 名  講 座 名  

開 催 日  委 員 名  

№ 項目 
評価

（※） 
意見・提案 

１ 
目的に対して、活動内容は適切で

あるか 
  

 

  

 

２ 講座全体の雰囲気   

 

  

 

３ 
参加者の様子、取り組む姿勢 

（受講中の表情など） 
  

 

  

 

 

４ 全体を通しての感想及び意見（自由記述欄）  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

 
 

 

【提出先】 

〒942-8563 

 上越市下門前1770 教育プラザ内 

 上越市教育委員会社会教育課 社会教育係 

  電話：545-9245、FAX：545-9272 

   メール:shakaikyouiku@city.joetsu.lg.jp 
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令和 7年度  

上越市社会教育委員・上越市立公民館運営審議会委員に関する会議等日程一覧 

 

 

〇現段階での予定になります。 

〇社会教育委員の皆様へは、その都度ご案内させていただきます。 

期 日 会 議 等 名 会 場 等 

4月 23日(水) 

9:30～11:30 
第 1回社会教育委員・公民館運営審議会委員会議 金谷地区公民館 

6月 13日(金) 

14:30～17:00 

【上社連】 

上越地区社会教育委員連絡協議会総会研修会 

 （終了後、情報交換会有） 

直江津学びの交流館 

6月 30日(月) 

時間未定 

【県社連】 

新潟県社会教育委員連絡協議会 

社会教育委員等研修会 

新潟市黒崎市民会館 

8月下旬予定 第 2回社会教育委員・公民館運営審議会委員会議 上越市教育プラザ 

9月 3日(水) 

（予定） 

【上社連】 

社会同和教育市町村巡回研修会 
上越文化会館 

 月  日( )  
【上社連】 

生涯学習現地研修会 
妙高市 

10月 8日(水) 

時間未定 

【県社連】 分科会発表 

新潟県社会教育研究大会新発田大会 
新発田市文化会館 

2月中旬予定 第 3回社会教育委員・公民館運営審議会委員会議 上越市教育プラザ 

 

＜関連事業等＞ 

 ・10月 29日(水)～31日(金) 全国社会教育研究大会 

開催場所：岩手県盛岡市 （交通費・宿泊費自己負担） 

 ・11月 20日(木)～21日(金) 関東甲信越静社会教育研究大会 

開催場所：神奈川県横浜市 （交通費・宿泊費自己負担） 

  

 【上社連】・・・上越地区社会教育委員連絡協議会 

 【県社連】・・・新潟県社会教育委員連絡協議会 

資料№4 


